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はじめに
「スポーツは健康に良い」。これはスポーツの社会的価値を強固に支える
言説である。しかし，スポーツ実践者をその競技レベルでピラミッド構造
に当てはめ，その頂点に君臨するトップアスリートの状況を見てみると，
健康とはほど遠い状態におかれていることが少なくない。彼らは体力の限
界ぎりぎり，またその限界を超えてまで，勝利や新記録を希求する。「よ
り高く，より速く，より強く」というオリンピックのモットーは，いかな
る犠牲を払ってでも進歩・進化を追求するアスリートの習性やそれを後押
しするスポーツ産業のドライビングフォースといえよう。その結果，ドー
ピングをはじめとする様々な自己矛盾を生み出し，スポーツは危機に直面
しているという声も多方面から聞こえてくる（例えば，亀山，2001，佐伯，
2006a）。
自転車レースの最高峰で世界的人気を誇るツール・ド・フランスの
１９８０年から２０１２年までの３３人の勝利のうち，半数以上の１７がドーピン
グによって汚されてしまった１）。こうした事実に辟易してファンを離れた
人たちは少なくない。ツール・ド・フランスは，３，３００km 前後の距離を
休日をはさむものの２３日間で競うもので，選手の平均時速は近年では４０
キロを超える。自転車の性能等の違いはあるが，黎明期は平均時速が２５
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キロ前後であったことを考えると，通常の人間の能力を遥かに超えるとこ
ろで戦いが繰り広げられているといえる。それが多くの視聴者を惹き付け
る魅力かもしれないが，一般の自転車競技愛好家とのギャップは計り知れ
ない。つまり「スポーツは健康に良い」と表現するときのスポーツの概念
を狭義に定義する必要性に迫られているのが現状である。
どんなトップアスリートも日常生活の中の「遊び」としてスポーツを始
めたといっても過言ではない。自転車の場合，子供のときに親に自転車を
買ってもらい，親の補助によって初めて自転車に乗れた体験は，ほぼすべ
ての人に共通しているのではなかろうか？ その後，移動手段として，ま
たはレクリエーションとして，この１９世紀の人類最大の発明の一つとい
える乗り物に親しみ，一部の人は競技として自転車に取り組んでいく。そ
こにはかつて連続性が存在していた。
日常的身体活動とスポーツが極めて連続性を持っていたスポーツの黎明
期が過ぎ，近代スポーツが確立され，非日常的な空間の中での特殊性が増
し，日常的な身体活動からの分離が明白に成った現在，スポーツの魅力と
前述した危機は，このギャップが広がっていることに由来するのではない
かと筆者は推測する。スポーツ実践者の立場に立つと，このギャップを埋
める作業，そしてスポーツと日常的身体活動との連続性の再構築または新
たな関係性の構築は，スポーツの危機を救う処方箋として機能するのでは
なかろうか？ このような問題意識，推論に基づいて本研究に着手した。
我が国においても自転車は，環境問題，健康問題等の社会的要因により
注目され，ブームとさえ表現されている。移動手段として子供から高齢者
まで親しまれ，スポーツとしての魅力も大いに着目されている。そこで国
民一人当たりの自転車保有率また移動手段における割合に関して世界一で
あるオランダをケーススタディとして，日常生活における身体活動とスポ
ーツの連続性の再構築，および新たな関係性の構築の可能性について論じ
ていく。
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１． 日常生活における身体活動とスポーツの連接に関する研究及
び枠組み
日常生活における身体活動とスポーツ振興に関する連続性についての研
究の蓄積は今まで殆どなされていない。しかし，トータル・ヒューマニテ
ィを享受するスポーツの可能性に関する佐伯 (2006b) の研究が，本論文を
構成する上で多くの知見を与えてくれた。佐伯は現代社会の特徴を，高度
情報化社会，高速交通体系の整備，国際化，生活の多様化・広域化と特徴
付け，現代人の生活において，産業社会で優勢を占めた固定・定住型生活
が減少し，新しい遊牧的生活が生まれているとした。人々は，文明の成果
を享受する都市的生活，人々の交流を享受する地域的生活，自然の恩恵を
享受する自然的生活の三つのステージを生き，三つのステージにおいて生
活のリズムを作り楽しむと指摘している。この三つのステージで生活享受
できることをトータル・ライフと名付け，三つのステージでの生活享受を，
以下のように表現した。１）自然の恩恵を享受するエコロジカル・ライフ
の享受 ２）コミュニティ・ライフの享受 ３）テクノロジカル・ライフの
享受。この三つのステージの生活享受に呼応したスポーツの文化的享受が，
「トータル・スポーツ」享受のビジョンとして具現化すると結んだ。この
「トータル・スポーツ」という考え方が，極端な進化に特化した近代スポ
ーツの危機的状況を揺り戻すバランス感覚を喚起する概念構成であると考
えられる。この概念構成をもとに，日常生活における身体活動とスポーツ
の連接に関しての分析を試みる。
２． オランダの自転車環境
オランダにおける自転車総台数を人口比でみると，ヨーロッパで唯一１
を超え１．１となる２）。つまり成人一人当たり２台以上自転車を保有してい
る人がかなりの数に昇ることが伺える。第２次世界大戦後，計画的に整備
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された自転車道 (Jordan, 2013) によって，都市部の交通手段における自転車
の分担比率が２００１年の段階で２９パーセントあり（古倉，2006），これも世
界的に最も高い比率である。これが自転車大国と言われる所以である。
２―１ バイシクル・ポリシーという概念
オランダにおいては，バイシクル・ポリシーという概念が存在する。自
転車利用が単に交通の一手段ではなく，社会の変革や QOL に貢献する重
要な生活文化の様式であることが広く認識されている。多くの都市の行政
機関には，このバイシクル・ポリシーに関わる部署が存在する。アムステ
ルダムに隣接するアムステルフェーン (Amstelveen) では，以下のようなア
ムステルフェーン・バイシクル・ポリシー覚え書き (Amstelveen Bicycle
Policy Memorandum 2006-2015) が作成された３）。
  会社や施設へのアクセスを向上させる：直接的には，顧客や従業員が
自転車でアクセスできるように自転車関連の施設を向上させる。また
間接的には，自動車を使っている顧客や従業員に自転車に乗ることや
自転車と公共交通機関を組み合わせる手段にスイッチすることを奨励
する。これによって交通渋滞も解消できる。
  生活環境の質を向上させる：直接的には，多くの住民が，安全で快適
な自転車関連の施設の価値を認めているという理由が存在する。間接
的には，自転車による移動は，多くの騒音の原因となっている短い距
離の車による移動の代替となるからである。
  社会的な安全と交通安全を向上させる：直接的には，交通事故の犠牲
者の数を減らすこと。間接的には，危険を感じることを少なくするこ
と。
  公衆衛生の向上：直接的には，自転車の利用は，日常的な身体活動と
しての役割に貢献する。人々が短い距離の移動に自動車より自転車を
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使えば，大気汚染を防ぐことができる。
  発展の機会を向上させる：アムステルフェーンの多くの住民は自動車
を利用しない。良質で安全な自転車道によって，多くの住民は様々な
活動に参加するとき，（自動車に頼らず）自分の力で移動することがで
きる。これが間接的には，子供の発達や自立につながる。幼少のとき
から自立した移動ができることは重要なことである。
自転車に関するインフラを整備することが，様々な副次的効果を生み出
すというポリシーのもと，自転車関連のインフラの整備が行われている
（きた）ことが理解できる。特に最後の項目に指摘のあった「子供の自立
を助ける」という観点についての積極的議論は，他ではあまり例をみない。
オランダ全体の小学生の４９パーセントが自転車で通学している(Ministerie
van Verkeer en Waterstaat, Fietsberaad, 2009)。オランダの各都市には優れた施
設を有するスポーツパークが存在するが，夕方になると子供たちが，サッ
カーやホッケーのユニフォーム姿で自転車にまたがり，このスポーツパー
クに向かう姿を至る所で目にする。親が忙しく付き添いができないからス
ポーツクラブに参加できないという問題はここでは皆無である。子供たち
の独立心の養成，さらにはスポーツ実践率を高めるという効果にまで，こ
のバイシクル・ポリシーは貢献していると言える。
２―２ 日常としての自転車：自転車通勤
オランダ全土で，通勤距離が７．５キロ以内の人に聞いた調査結果におい
て，常に自転車を使う人と回答した人の割合は２９パーセント，車と自転
車を使い分けている人が４０パーセント，自動車だけと回答した人が３１パ
ーセントとなった（前掲書）。短い距離での移動において，自転車と自動車
がほぼ対等な関係にあることがわかり，７０パーセント近くが何らかの形
で自転車通勤しているという非常に高い割合を示している（前掲書）。起伏
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が少ない土地，また職場と住居が比較的近接している人が多い等の我が国
と比較した場合，より有利な条件が整っているものの，自転車が通勤の主
役であることが理解できる。
２―２―１ 自転車通勤者に対するアンケート
アムステルフェーンの自転車通勤者に対して，その実態を明らかにする
ために以下のようなアンケートを実施した。
（１）方法
期間：２０１２年９月から１０月
方法：アムステルフェーン市役所のバイシクル・ポリシーの責任者であ
る Wilko Wieffering 氏に協力を願い，インターネットを通じて
自転車通勤者にアンケート調査（合計１８９名）。
（２）結果：
図１（１週間の）労働日数と自転車通勤の頻度
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図１は労働日数と自転車通勤の頻度を示したものである。日本と違い，
週４日労働者が一番多くなっている。それぞれの労働日数においてほぼ毎
日自転車通勤するものが最も大きな比率を示している。
自転車通勤を阻害する要因として悪天候が挙げられる。しかし，アムス
テルフェーンのケースを見てみると，ほとんど天候に影響されずに毎日自
転車を通勤の足として使っている状況がわかる。
図３は自転車での通勤時間を示している。多くの人が職場と接近した居
図２ 天候と自転車通勤の関係性
図３ 通勤時間
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住環境を持つオランダの状況を顕著に示す数字である。１５分未満と回答
した人の割合が最も多く，１５分以上３０分未満が２番目に続く。３０分未満
の距離の移動の人と合わせると，約７０パーセントの人が自転車で３０分未
満の通勤距離の範囲内に住んでいることが分かる。
図４は自転車通勤の仕事への影響についての調査である。過半数
（５７％）が仕事に好影響を与えると回答したのに対し，３１パーセントの人
が「あまり関係ない」と回答している。距離的にあまりにも近い場合は，
その影響が見えにくい可能性が推測される。
図４ 仕事への影響
図５ 自転車通勤の理由
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図５は自転車通勤の理由を示す。「運動や健康のため」という健康志向
から自転車通勤を選択するケースが４１．３パーセントで一番多い。
時間や労力といった点で効率的である，費用がかからないという回答が
これに続く。環境のためという回答も少数であるが存在した。環境に対す
る意識が高いと推測していたが意外にも４．２パーセントと少数派にとどま
った。トレーニングとしてとらえているものも３名だけであった。通勤距
離が短いためトレーニング効果が得られるほどの運動時間ではないことが
考えられる。
図６は通勤での自転車利用者が，趣味として自転車のイベントやレース
に参加しているか尋ねた結果である。予想に反して，大多数が参加の経験
がないことがわかった。日常的には利用しているものの，スポーツとして
の取り組みをしている人の割合が非常に低いことが分かる。
以下は回答者の属性である。
図６ レースやイベントへの参加
時々参加する
２４％
よく参加する
３％参加したこ
とがない
７３％
日常的身体活動とスポーツ振興のリケージに関する研究
― ―１２９
２―３ オランダにおける非日常（競技スポーツ）としての自転車
スポーツとしての自転車のオランダでの競技レベルは非常に高い。１９６８
年に Jan Janssen が，１９８０年に Joop Zoetmelk がツール・ド・フランス
を制したのを初め，７人のサイクリストがロードレースの世界選手権を制
し，２０００年のシドニーオリンピックで Leotien Van Moorsel が３つの金
メダルを獲得したなど，世界大会での活躍に関しては枚挙に遑がない。
エリートレベルの自転車競技を統括するのが Royal Dutch Cycling
Union（オランダ語の省略で KNWU，以下 KNWU）で，国代表選手を始めト
ップレベルの競技者を統括している。また一般的な自転車利用者を統括す
るのが自転車協議会 (Fietsberaad) である。興味深いのが，この中間層にあ
たるグラスルーツレベルの競技者を支える協会の存在である。その一つに
NTFU (Nederlandse Toer Fiets Union) がある。英訳すると Dutch Tour Bicy-
cle Union となり，タイムを競う競技でなくツアーと呼ばれる，ある一定
の距離を走破する（時には規定時間が設けられることもある）イベントのネッ
トワークを形成する団体である。そこには競技レベルからグラスルーツレ
ベルの競技者，レクリエーション指向，一般利用者までの連続性が存在し
ている。相互に補完しながら，様々な競技者や愛好家のニーズに応えられ
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る環境を作り出そうとしている。この点に関して競技者，愛好家に対する
質的調査（観察および聞き取り調査）による分析を試みた。
２―４ レクリエーション活動と競技スポーツとの接点
上述の NTFU は１９５６年に設立され，ユトレヒト郊外に事務所を持つ。
現在５万３千人の会員を有している。会費は年間３０ユーロで，会費には
保険代と機関誌代が含まれる。会員には個人会員とクラブ会員がある。
NTFU の財源の８５％が会費であり，残りは助成金や協賛金から成り立つ
私設団体だ。組織が対象としているのは，自転車を趣味として取り組んで
いる人の中でも，特に勝利至上主義でなく，健康やレクリエーションが主
目的な人たちである４）。NTFU の主な活動は以下の通りである。
１． イベントの開催（主催および共催）および情報提供
２． 自転車愛好家に関係する社会的ネットワークづくり
３． 自転車に関して様々な啓発的ワークショップの開催
４． 他の競技団体，スポーツ団体との連携
啓発的ワークショップでは，自転車の修理やマナーといった内容を扱っ
ている。近年ロードレーサーの利用者が，一般の自転車にぶつかったり，
両者が反目したりすることが起きている。「少数派の心ない人の行動によ
って，多くのサイクリストの活動が制限されてしまうことを避けようとし
ている」５）という意見が挙げられた。そこでワークショップでは，ある程
度確立されていると思われる自転車にとって理想的な環境を維持しつつ，
それを向上させていくことが意図されている。自転車競技の特殊性を考え
ると他の競技団との連携は非常にまれなケースであるが，NTFU は単に
協会のメンバーを増やすことだけでなく，スポーツ実践者の増加というよ
り公共性の高いミッションを掲げている。
「自転車を趣味としている人の平均年齢は他のスポーツに比べて高いが，
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自転車に取り組む以前にどんなスポーツをしていたかを聞いてみると，サ
ッカー，バレーボールなど他競技経験者が少なくない。怪我等を経験して，
これ以上できなくなり自転車やランニングに転向したケースが多い。他の
スポーツ協会と協力して，スポーツを実践する人を増やそうとしている。
それが我々の責任でもある」６）との証言を得た。
またネットワークづくりや，様々なイベント開催に関して，クラブと連
携するのはもちろんのこと，ローカルガバメントとの恊働作業も不可欠で
ある。さらに「多くの地域クラブはクラブハウスを所有せず，パブや教会
を待ち合わ場所としている。我々は彼らに地域のサッカークラブやホッケ
ークラブと連携するように働きかけている。そうすればクラブハウスや更
衣室が使えるためである。さらに地域クラブとの連携によって，夏はサイ
クリング，冬はバレーボール等の組み合わせも可能になる。また，地域の
自転車店とクラブとの連携も働きかけている。自転車店にとっては販売促
進にもなるし，自転車修理に関してのワークショップを担当することで，
両者にとってメリットが生まれる」７）と様々な社会的ネットワーク形成に
貢献し，地域コミュニティづくりのミッションも担っているといえる。
NTFU が主催，または共催するイベントは表１のようにホームページ
で公開される。距離，使用する自転車（スポーツタイプの自転車か一般車等），
目的（レクリエーションまたはスポーツ）などの組み合わせにより，多様な
イベントを主催・共催し，その広報活動を担う。
上記の表に掲載されている２０１３年８月２５日（日）に Amersfoort で開
催された Rabobank Prestige Tocht で主催者および参加者にインタビュー
し，大会の性質を分析した。
大会名称：Rabobank Prestige Tocht
主催：Snel Verzet Hoogland, NTFU
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開催場所：Amersfoort（アムステルダムから５０キロほどの距離にある街）
距離：４０キロ，７０キロ，１１０キロ，１５０キロ
大会概要：１５０キロのカテゴリーは朝７時スタート，それ以外のカテ
ゴリーは朝９時にスタートした。ロードレーサーやマウン
テンバイクでの参加者や一般車での参加者など自転車のタ
イプもまちまちである。レーシングウエアでの参加者が多
くを占めたが，普通の服装での参加者もいた。
大会運営に関して（主催クラブの運営担当者が以下のように述べた）：
「我々のクラブから，ルートの責任者，参加者への対応の責任者の役
割分担をした。２月からルート等の準備を始めた。実際にメンバーが
ルートを試走し，障害物やゴミ等の問題がなければルートを確定す
表１ NTFU が主催・共催しているイベント一覧（２０１３年８月１８日～８月３１日）
日常的身体活動とスポーツ振興のリケージに関する研究
― ―１３３
る。ルートマップの完成後，再び試走した。今朝５時から掲示等の
作業を行った。エイドステーションなどで計２８人のクラブ員がボラ
ンティアとして働いている。全部で３５０人のメンバーがいるが，
Facebook で情報を共有している。今日は３００人の参加者があり，そ
れぞれ７ユーロの参加費を払っている。NTFU のメンバーだと２ユ
ーロの割引があり５ユーロとなる。ルートのチェックポイントを経
過したかどうか証明するスキャナーは NTFU が貸してくれた。大会
の広報に関しては NTFU が担当してくれた。今日のレースはレーシ
ングバイク（７０キロ，１１０キロ，１５０キロ）と一般車（４０キロ，７０キロ）
のカテゴリーがあった」このように NTFU とクラブとの連携のもと，
大会がスムーズに開催された。「ツアー」と呼ばれるこの種の大会は，
速さや順位を競うものではなく，参加者が協力して，安全にルート
を完走することが目的である。道中で起きた事故に対しても，基本
的には自己責任である。
以下は参加者へのインタビュー結果からの抽出である。この大会に出場
した理由，各人の自転車との関わり（日常的使用とスポーツ目的の使用）に
関して聞き取ることにより，大会の位置づけ，自転車愛好家の日常生活を
明らかにすることを試みた。
  男性参加者（４０代）「自転車に乗るときは一人が多い。片道２０キロの
通勤でも自転車を使っている。毎週水曜日には，ランニングのクラ
ブにも参加している。時々こうしたイベントに参加する。自転車に
関しては特別なトレーニングはしていない」
  女性参加者（４０代）「自転車のクラブには入っていない。今日は夫と
参加した。自転車の他には水泳（クラブで）とウォーキング，ピラテ
ィス，などをしている。夏期にはサイクリングの機会が増え，こう
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したイベントに毎週参加することもある。２４０キロのイベントに参加
したこともある。時間制限があるが，２回完走した。２月頃から短い
距離のイベントがあり，夏に向けて徐々に距離を伸ばしていく」
  女性参加者（５０代）「７０キロの部に，ハイブリットタイプのセミノー
マルバイクで参加した。通勤やレクリエーションに自転車を使って
いる。クラブのメンバーではない。あまりイベントに参加すること
もないが，この大会は地元で開催されたため参加した。他にはスポ
ーツジムでエクササイズをしている。自転車に関しては特別なトレ
ーニングはしていない。ロードレーサーには興味はない。時速２０キ
ロで十分である。家族でサイクリングするときもある」
  男性参加者（３０代）「１１０キロの部に参加した。肩の怪我のため１０ヶ
月間自転車に乗れず，２週間前に再開したところだ。主催クラブのメ
ンバーで，火，木，土，日曜日の練習に，義務もないので参加した
いときだけ参加している。自分はそれほど速くないので BC８）のグル
ープで練習している。仕事では車を使っている。営業でいろいろな
ところを回らないといけないため，クラブの練習に参加できないと
きは自分一人で練習する。グループで練習するより難しいが，強く
なるには良いことだ」
  男性参加者（４０代）「仕事の仲間４人で参加した。クラブのメンバー
ではない。職場は家から５０キロと遠いため，通勤には自転車は使え
ない。毎週日曜日に仲間と練習する。平日の夜に練習することもあ
る。いろいろ違うところを走りたいから，クラブのメンバーになる
ことにはあまり興味はない」
  男性参加者（６０代）「自分はスポンサー企業に勤めていたため招待さ
れた。勤めていたときは片道２０キロ自転車通勤していた。それくら
いの距離の自転車通勤は，この国では珍しくない。今はレクリエー
ションとしてサイクリングを楽しんでいる。ランニングのクラブの
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メンバーでもあり，クラブの設立者の一人でもある。水泳もしてい
る」
  男性参加者（３０代）「他の（競技型）クラブのメンバーである。仕事の
関係からこの大会に招待された。ナショナルチャンピオンシップに
も出場している。医療関係の仕事をしながら自転車店も経営してい
る。二つの仕事で忙しいため，集中型のトレーニングをしている。
仕事の移動にも自転車を利用する。オランダでは，第二次世界大戦
後に素晴らしい自転車道がつくられたため，そうしたことができる。
移動のときは外に駐輪させないといけないため，普通の自転車を使
う。多いときは週に３，４回トレーニングすることもある」
以上のように参加者の動機は多岐にわたり，トップレベルの競技から日
常的利用まで，自転車への取り組みも非常に幅広い。それを可能にするシ
ステムが NTFU とクラブの連携によって作り出されているといえる。ク
ラブ所属の割合も半数ほどで，多様な取り組みが可能な競技・活動である
ことが証明された。同時に大会の性質を反映しているといえよう。
さらに別のイベントで主催者に聞き取り調査を行った。今回は，競技指
向からレクリエーション指向まで多様な参加者を対象としていた上記イベ
ントと異なり，レクリエーションに限定した趣の大会だ。表１に掲載され
ている２０１３年８月３１日（土），Delft で開催された Delftse Familie Fiest-
dag 2013という大会である。家族での出場者を対象としたイベントであ
る。主催者は地元でサイクリング・クラブを主宰する夫婦で，自営業を営
んでいるオフィス兼自宅を中心にイベントを開催した。NTFU は広報お
よび大会のサポートしを担当した。
大会名称：Delftse Familie Fiestdag
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主催者：Fietsgroep Delft Natuurlijk Genieten,NTFU
開催場所：Delft（アムステルダムから約６０キロの距離に位置する南ホラン
ト州にある観光地）
距離：２５キロ
大会の概要：小さな子供を持つ親子，または高齢者が参加者の大部分
を占める。ほとんどの参加者が一般車での参加である。
服装も普段着である。朝１０時一斉にスタートし，チェ
ックポイントを示した地図をもとにコースをまわる。距
離は２５キロと短いが，ゆっくりとしたペースで途中昼
食を挟みながら，３～４時間かけてゴールする。
大会の主旨，主宰するサイクリング・クラブの活動に関して，主催者へ
聞き取り調査を行った。
「今日は特別なイベントであるが，普段の活動は，主に高齢者と自転
車ツアーに出かけることだ。通常は３５キロ前後の距離で。時には２０
人くらい，また多いときは４０人くらい。参加者は好きなときに来る
ことができる。時に交通をストップしてもらってイベントを開催する
こともある。クラブの活動期間は，３月から１１月，火，水曜日にセ
ッションがある。天候が極端に悪いとき以外は実行する。私たちのク
ラブには９２歳のメンバーもいる。彼は毎週参加する。年齢制限はな
いが，平日の昼間に開催しているために高齢者が多い，５０代の人も
いる。今日のようなイベントは年２回行っている。６月には３日間，８
月には今回のような１日のイベントである。自転車に乗って，デルフ
トのいろいろなところを回れるようルートを工夫している。自分たち
のクラブは特別にクラブハウスもない。今回のイベントは自宅を使っ
ている」９）
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家族単位での参加，参加者間の交流を強く意図したイベントである。参
加者は地元の人を中心に，観光目的もかねた近隣地域からの参加者もあっ
た。競技性を完全に排除した，日常生活の連続としてイベントといえよう。
２―５ 競技スポーツとしての自転車
オランダの中規模以上の殆どの都市には，スポーツパークがある。公共
のスポーツ施設であり，この施設をベースに様々な地域クラブが活動して
いる。スポーツパークの多くが，自転車のレースコースを所有していて。
歩行者が入ることのできない公園を周回するコースが設けられている。こ
のレースコースをベースに地元のサイクリング・クラブが活動している。
そのうちの一つ，アムステルダムの中心部から３０キロほど離れた Uitor-
hen という街のスポーツパークで活動している，Wielfenafdeling UWTC
で聞き取り調査を行った１０）。クラブは１９３５年に設立され，現在１１０人の
メンバーを有する。そのうち約６０人（最年少が８歳，最年長が７０歳）が日
常的に活動している。女性メンバーは全１１０人中１５人（最年少８歳，最年
長２２歳）である。
  コーチ兼選手 男性（２０代）
（施設に関して）：「このスポーツパークは創設１０年くらい。他にフッ
トボール，ホッケー，ベースボール，陸上等の施設があり，地域クラ
ブが活動している。オランダ国内には，同様のスポーツパークが至る
所にあり，子どもたちはみな自転車で通っている。全てのスポーツパ
ークに，このようなレーシングコースがある訳ではない。オランダで
は，それぞれの種目で異なったクラブが運営している。よって，施設
は様々なクラブが共有している。例えばこのレーシングコースは，ト
ライアスロンのグループも使ったりする」
（クラブのメンバーに関して）：「クラブのメンバーの中には，このス
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ポーツパークで，フットボールクラブのメンバーである人たちもいる。
クラブの最年長者は７０歳で，彼は２０代のときからレースをしている。
今は仕事も引退し，自転車に集中している。どのようなトレーニング
をすべきか全てを知っているため，クラブではコーチ的な役割もして
いる」
（競技普及に関して）：「我々は学校で生徒を指導したりする。我々の
自転車を学校に持っていって，ロードレーサーの乗り方を教える。こ
れを機会にクラブのメンバーの若いメンバーが増える。友達を連れて
きたりするので，最初は少人数でも，毎年シーズンの最後には大人数
になっていたりする。
（自分自身の競技や自転車への取り組みに関して）：「自分は１４歳のと
きから競技をしている。２３歳のときがピークで，毎週レースに出て
いた。今２７歳で，トップレベルではないが，２週間に１回くらいレ
ースに出ている。 国の中で毎週どこかでレースが開催されている。
こうしたレーシングコースでのレースであったり，公道であったりす
る。レベルに合ったレースが必ずある。町の中心部に住んでいるため，
普段の移動も自転車を使う。移動に使うのは普通の自転車で，オラン
ダでは一人平均３台くらい自転車を持っていると思う」
  男性メンバー（４０代）「学校のときからトライアスロンをやっている。
今もランニングとスイミングは続けている。１８歳から自転車競技中
心の生活をしている。夏は１週間に３００キロくらい自転車に乗る。冬
はシクロクロスに集中している。１０年前はマウンテンバイクでオラ
ンダのトップレベルだった。結婚してトップレベルから退いた。いろ
いろと問題はあるが，家族は理解してくれる。家庭では１００パーセン
ト家族のために時間を使う。例えば今日，この練習に来る前に子ども
の送迎をし，夕食を済ませてから来ている」
  男性メンバー（１０代）「現在１６歳。４，５歳から自転車に乗っている。
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学校に行くときも自転車で行く。主にこのクラブで練習している。
時々土曜日に自分で練習する。お父さんがサイクリングを奨めてくれ
た。自分が始めたとき，お父さんも自転車を再開した」
地域クラブが地域コミュニティの象徴的存在であることは，ヨーロッパ
の様々な国で観察される。このクラブにおいても，家族での参加，地域の
学校との繋がりなどに特徴が表れている。また自己所有のクラブ施設を有
さず，公共のスポーツ施設を他団体と共有する姿勢も地域へのコミットメ
ントと関連している。しかし，参加者は，ロードレーサーという比較的高
価な自転車（筆者が観察する限り成人メンバーの自転車はかなり高価なハイテク
モデルであった）を全てのメンバーが使用するという特殊性（非日常性）も
当然のごとく有している。さらにアクティブメンバーの大多数が男性であ
るということもこの競技の特性だといえる。オランダ全体で自転車クラブ
の会員の女性の割合は全体の１５パーセントに過ぎない１１）。とはいえ近年
女性会員の顕著な増加があり，このバイアスも解消される可能性があると
いえる。
３． まとめと考察
オランダの The Netherlands Institute for Social の調査結果をもとに
WJH Mulier Instituut がまとめた Sport in the Netherlands 2009によると，
全ての身体活動の中で，スポーツの占める割合が５パーセントと少ないこ
とが報告されている。
スポーツ振興を支える目的として健康のためのスポーツという前提が存
在するが，オランダにおけるスポーツ活動が占める割合はこの前提となる
のが難しい状況にあることがわかる。職場，学校，家といった一日の殆ど
の時間を過ごす場での身体活動の割合が多いのは当然であるが，その次が，
通勤通学時または余暇におけるウォーキング，自転車である。前述したよ
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うに７０パーセント近くが，通勤・通学またはその他の移動手段に自転車
を使っているという状況を考えると，この日常的な身体活動を活性化させ
ることが国民の健康に直接的に反映されることは明白である。アムステル
フェーン市のバイシクル・ポリシーにはこの健康に関する表現はなされて
いなかったが，副次的効果として表れている。自転車通勤者に対するアン
ケートにおいて，自転車通勤の理由に関する質問に対して，「健康・運動
のため」という回答が最多であったのはその表れであろう。都市交通の効
率化，安全化，環境や公衆衛生の向上を目指して建造された自転車道のネ
ットワークが，市民の健康にとってこれほどまでに大きな影響を与えるこ
とは当初は想定されていなかったと推測される。Tuxworth (1986) による
と，日常的に自転車に乗っている人の体力年齢は１０歳若く，平均寿命は
２歳高くなるという調査結果がある。自転車に乗ることは，一般的に肥満
や心臓病や糖尿病等の生活習慣病予防にも役立つことが知られている（例
えば中村・高石，2009）。通学および通勤の自転車利用が，多くの人の健康
や体力増進に貢献しているという共通の認識が，スポーツ活動を促進する
ことと同等以上にオランダでは浸透しているようだ。サイクルイベントで
図９ オランダの１８歳以上の人の日常生活における身体活動別割合（２００６～２００７年）
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ボランティアとして働いている女性にインタビューした際の「体の不調で
医者に行ったら，自転車利用を奨められた」というコメントは，そうした
共通認識の象徴であると思われた。オランダのスポーツ・健康政策におい
てコンビノーム (combinorm) という指標が，健康を維持するために重要だ
と認識されている。その指標とは「きつめの２０分間の運動を週３回ない
しは適度な３０分間の運動を週５回，またはこの二つの組み合わせ」であ
り，２００６から２００７年の調査では国民の６６パーセントがこの基準を満た
した（２０００から２００１年は５２パーセントであった）(The Netherlands Institute for
Social Research (SCP)/ W. J. H. Mulier Institute, 2009)。日常生活における身体
活動も健康づくりに重要であるとの認識が，スポーツ・健康政策にも組み
込まれていることを示す事実である。
一方スポーツとしての自転車に目を向けてみると，自転車通勤者の４分
の３近く（７３％）が，自転車に関するイベントやレースへの出場経験がな
いと回答したことは意外であった。２００７年の SCP の調査によると，６歳
から７９歳までの人を対象とした人気のあるスポーツ種目調べにおいて，
レクリエーションおよび競技（レース）としてのサイクリングは２位（２３
パーセント）に位置している。本研究において，オランダにおいて日常的
に自転車を利用している人は，趣味としても自転車に取り組んでいると仮
定したが，それに反する結果であった。自転車利用があまりにも一般化し，
殆どの人にとって，歩くのと変わらないほど日常化している現実が垣間み
られた。オランダ人の作家 Jacob Vossentien は，「サイクリングはオラン
ダの文化を複合して出来あがった文化である」と表現し，「オランダ人に
とって自転車に乗ることはスポーツではない。単に歩くのより速い移動手
段である。よって自転車に乗るのは，単純で，無害で，あまり危険を伴わ
ない，ごく当たり前の呼吸と同じようなものだ」と述べている (Agudo, 2010:
26)。あまりにも生活の一部となっているので，スポーツとして特別の関
心を払うまでもないという文化的背景が存在している。
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一方，スポーツとして自転車に取り組んでいる人の多くも日常的に自転
車を利用しているが，移動をトレーニングとして位置づけている人は極め
て少数であった。日常生活での自転車利用とは離れた位置づけとしてスポ
ーツ，レクリエーションとしての自転車の位置づけがある。移動とは異な
った自転車を用い，日常とは異なった空間でレクリエーション・スポーツ
としての自転車を楽しむ。連続性と非連続性がアンビバレントな関係で存
在しているといえる。
そしてスポーツとしての自転車には，レクリエーションから競技スポー
ツまでに連続性をつくり出す社会的ネットワークが存在していた。NTFU
が国内の様々なレベルのクラブの緩やかな連携をつくり出し，自転車愛好
家が，自分のレベルにあった競技レベルの大会を容易に見つけ出す仕組み
が存在している。興味深いのが，自転車に関する協会が中央集権型ではな
く，NTFU に代表されるような民間組織が草の根的ネットワークを背景
にスポーツとしての自転車の環境をつくり出していることである。同様に，
地方行政におけるバイシクル・ポリシーづくりも，非中央集権化 (decentral-
ised) されており，中央政府はナショナルプランを作成するが，それはフ
レームワークに過ぎず，ローカル・オーソリティはこのフレームワークに
沿った独自の政策によって，「交通手段に関する覚え書き」(Mobility Memo-
randum) にあるように「全ての機関は，ドアトゥードアの移動において歩
行と自転車を主な移動手段とするよう奨励していく」という方針に沿って，
独自の方針をたてていく (Ministerie van verkeer en Waterstaat, Fietsberaad,
2009: 34)。つまりバイシクル・ポリシーの作成や自転車に関するレクリエ
ーション・競技スポーツ環境は，非常に自由度の高い，市民のニーズや欲
求を反映しやすいものとなっている。国内に張り巡らされた自転車網も，
その都市により独自性や多様性を有しているのが調査で見て取れた。重要
なのはそれがネットワーク化されていることである。自転車はオランダの
自由の文化の象徴であるといわれる。制度も同様のコンテクストにおいて
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存在しているといえよう。我が国の自転車のおかれた環境（日常的利用お
よびレクリエーションおよび競技）１２）と比較した場合，顕著な違いがここに
見られる。
自転車というスポーツに関して，Wielrenafdeling UWTC のコーチは
「自転車の良いところは多様性があることだ。このようなトラックで競技
として練習することもできるし，ツアーもあるし，様々なグループで練習
できる。それが多くの人を惹き付ける理由じゃないか」と語っていた。自
由や多様性を尊重するオランダ社会との親和性によって自転車に関係する
文化がオランダで生成されてきたその側面について，本研究を通して断片
的に概観することができた。
オランダにおける自転車の環境は，佐伯が指摘したトータル・ライフの
生成条件であるエコロジー（自転車通勤による環境問題改善，通勤者が自然を
享受できる），コミュニティ（様々な人や組織のネットワークの上に成り立つ自
転車のイベントやレース，バイシクル・ポリシーづくりに関する官と市民の恊働性），
テクノロジー（高度な技術を反映した自転車の進化と人間の能力との融合）を日
常生活において満たし，さらにトータル・スポーツとしての可能性も示し
ているといえよう。
本研究の目的であった，日常的身体活動とスポーツ振興の連接に関して
は，オランダ独自の文化的背景という複雑性により直線的な連続性を見つ
けることはなかったが，そのプロセスに関してのより詳細な分析を試みる
のが今後の課題である。
（付記）
本研究は，科学研究費助成事業基盤研究 (C)「日常的身体活動とスポーツ振興
のリンケージに関する研究－自転車利用促進に着目して－研究課題番号：
24500759：研究期間２０１２年４月１日～２０１５年３月３１日」による研究成果の一
部である。
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注１） United States Anti-Doping Agency, International Cycling Union news agency
の資料より BBC がまとめた
２） European Commission 2004年調査
３） Ministerie van Verkeer en Waterstaat, Cycling in the Netherland, より
４）２０１２年 NTFU のユトレヒト事務所でのインタビューより
５） 同上
６） 同上
７） 同上
８） 平均時速によって，A（３５キロ以上で走れる），BC（３２～３０キロで走れ
る），D（時速３０～２５キロで走れる）とグループ分けしている
９）２０１３年８月３１日 Delft で，Fietsgroep Delft Natuurlijk Genieten の主宰者
に対してインタビュー
１０）２０１３年８月２９日，Uitorhen で Wielfenafdeling UWTC に対して，練習前
終了後，コーチ，メンバーに対してインタビュー
１１） 同上
１２） 例えば海老島・金森 (2010) の日本の自転車環境に関しての論文を参照
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